
令和 4年度 事業報告
令和 4年 4月 1日 から 令和 5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 NIЮ 現代の理綸0社会フォーラム

1.事業の成果

広く一般市民に対して、人々が文化的な生活をすることができる社会の実現に寄与することを

目的として、定期的に機関誌 0講演録の発行・販売、講演会や研究会の提供など新たな理論構築

と社会への提言に関する事業を行い、またそれらの提言活動を基にセミナーやシンポジウムなど

を実施した。

2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係わる事業

①機関誌等の発行事業

②研究プロジェクトの実施と情報の収集・提供事業

9つの研究プロジェクトで、それぞれの運営委員を中心に研究会を企画、広く一般市民などに参

加を呼びかけた。また、講演会とシンポジウムを実施した。

事業内容 実施時期 実施場所 従 事 者

の人数

受益対象者の範囲及

び人数

支出額(千円)

会報『 NEWS

LETTER』 (隔

月刊)の発行

4.5。 15

5。3.15

法人事務所 3名 全会員対象 410

季刊『現代の

理論』の発行

4。6.25

4.9。25

4.12.25

5.3.25

法人事務所 5名 正会員および一般

市民

2029

事業 内容 実施時期

実施場所

従事者

の人数

範囲及び受益

対象者の人数

支出額

(千円)

現代の労働

研究会

現代の労働組合

や労働運動のあ

り方についてと

もに考える

今年度は開催なし 2名 労働組合 。労

働運動研究者

など

沖縄研究会 沖縄の現状と今

後について研究

今年度は開催なし 1名 一般市民など



新しい変革の

理論を考える

オルタクラブ

社会のあるべき

形を考える

今年度は開催なし 1名 一般市民など

経済分析研究 日本や世界の経

済の動きに関わ

る研究

4.4.23′ 7.16′11.12ノ5.2.25

千代 田プラッ トフォームスクエ

ア

1名 一般市民など

延べ約 80名

120

サロン型研究

△

その時々の トピ

ックについて研

究

今年度は開催なし 1名 一般市民など

先住民族研究

△

アイヌ民族はじ

め世界の先住民

族の研究

4.10.22ノ 12.17ノ 5.3.11

千代田区神保町区民館など

1名 一般市民など

延べ約 75名

70

憲法

究会

平和研 憲法と平和の関

わりなどを中心

に研究

今年度は開催なし 1名 一般市民など

歴史見直し研

究会

史実に基づく歴

史理解をテーマ

に研究

今年度は開催なし 2名 一般市民など

歴史紀行プロ

ジェクト

今年度は開催なし 2名 一般市民など

講演会 通常総会と新春

の集いなどに合

わせ開催した

4.5.28′ 5.2.4

千代田区神保町区民館

2名 一般市民など

延べ 40名

25

シンポジウム 今年度は開催なし 1名 一般市民など

③現代の思想状況に関する啓発、普及事業

(2)その他に係わる事業

なし

事業内容 実施時期実施

場所

Webに よる啓発、普及 従事者

の人数

範囲及び受益

対象者の人数

支出額

(千円)

ホームページ 随時 現代の理論 。社会フォーラムの

事業内容を紹介・普及した。

2名 広く公表 95



遺勁土塁豊

2022年  4月  1日 から2023年  3月 31日 まで
特定非営利活動法人NPO現 代の理論 。社会フォーラム

科 目 金 額

830,000

216,000

1,499,000

982,030

39.500

1

361.300

1,046,000

1,499,000

1,021,530

361,301

227,542
243,472

2,029,908
273,245

215,020
155,567

12,630

3,157.384

100,117

13,611

680,755

516,991

600

103.858

1.415.932

3,157,384

3,927,831

4,573,316
△ 645,485

△ 645,485
70,000

△  715,485

3.144.893

2.429.408

経常収益
1.受取会費
正会員会費収入

賛助会員会費収入
2.受取寄附金
寄付金収入
3.事業収益
現代の理論発行販売収入
講演会研究会提供事業収入

4。 その他収益

受取利息

雑収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用
1.事業費
(1)そ の他経費
通信運搬費
消耗品費
現代の理論発行事業
地代家賃
研究会実施・情報収集提供
運営管理事業費
雑費
その他経費計
事業費計
2.管理費
(1)そ の他経費
通信運搬費
消耗品費
地代家賃
管理諸費
租税公課
雑費
その他経費計

管理費計
経常費用計
当期経常増減額

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計

税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計



貸生対里主

2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人NPO現 代の理論 。社会フォーラム

科 目 金 額

1
０

３

2,506,032

76,

70,000
6,624

3,144,893

△ 715,485

76,624

2.506,032

I 資産の部
1.流動資産
現金預金

棚卸資産

流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産
有形固定資産計
(2)無形固定資産
無形固定資産計
(3)投資その他の資産
投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計

Ⅱ 負債の部
1.流動負債
未払法人税等
預り金

流動負債合計
2.固定負債
固定負債合計

負債合計



特定非営利活動法人 NPO現代の理論・社会フォーラム

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2011年 11月 20日一部改正 NPO法人会計基準協議会)に よっています。

2.事業別損益の状況 (単位 :円 )

3.事 業別損益の状況について
① 管理費・事業費の配分基準
通信運搬費・消耗品。地代家賃のうち共通経費の配分については、事業収入と受取会費、受取寄付金の合計額の比等で配分を行っている。

② 事業費の各事業収入への配分基準
各事業収入の比で配分をしている。

③l その他収益の内訳

その他収益は、受取利息及び雑収益の合計である。また、雑収益には、一時支援金などのコロナ関係支援金361,300円 が含まれている。

④ 留意点

講演会研究会提供事業収入については、対応する発送費が通信運搬費に計上されている。

当期計上増減額がマイナスである部分については、会費等によって賄われている。

科目 合計

:経常収益

1.受取会費 1,0461000

2.受取寄付金 1,441,037 57,963 1,499,000 1,499,000

3.事業収益 982,030 39,500 1,021,530 1,021,530

4.そ の他収益 361,301 361,301

経常収益計 2,423,067 97,463 2,5201530 1,407,301 3,927,831

‖経常費用

(1)人件費

給料手当

人件費計

(2)その他経費

旅費交通費

日巨亜口 227,542 227,542 100,117 327,659

消耗品費 234,057 9,415 243,472 13,611 257,083

現代の理論発行事業 2,029,908 2,029,908 2,029,908

262,679 10,566 273,245 680,755 954,000

租税公課 600 600

研究会実施・情報収集提供 215,020 2151020 215,020

回雪望工
=ヨ

149,551 6,016 155,567 155,567

醒墓回 516,991 516,991

麗日 12,141 489 116,488

その他経費計 2,688,336 469,048 3,157,384 1,415,932 4,573,316

経常費用計 2,688,336 469,048 3,157,384 1,415,932 4,573,316

当期計上増減額 -636,854 -8,631 ‐645,485



4.棚卸資産算出方法

令和5年 3月 期在庫算出表

(1)現代の理論 年4回発行

印刷製本費 410.300

宅配料 55,755

デザイン 36.630

原稿料 22.274

合計 524.959
」=700

単価 749

現代の理論58号 (秋 )
印刷製本費 397.100

宅配料 54.669

デザイン 36.630

原稿料等 17.632

合 計 506.031
」‐700

曇 価 722

4刷平均 2,927円 ÷4刷 =731≒ 730円

在庫表より56号から59号の残冊数281刷

700円 X3551冊 ==248,500円
700Fヨ ×29311==205,100円
×281 130円

在庫合計①+② =777,230

5.棚卸資産計上による費用の調整

(1)機関誌等発行事業による調整 (現代の理論)

期首相卸高+現代の理論発行事業一期末棚卸高

637,700‐卜2,050,938-658,730-2,029,908

(2)研究会実施・情報収集提供による調整 (八重山の社会と文化)

期首相卸高+研究会実施・情報収集提供―期末棚卸高

118,500+215,020‐ 118,500==215,020

印刷製本費 397.100

宅配料 55.973

デザイン 36.630

原稿料 22.274

合計 511.977
」‐700

単 価 731

現代の理論59号 (冬 )
印刷製本費 397.100

宅配料 52.526

デザイン 33.300

原稿料等 25.045

合 計 507.971
」=700

単 価 725



ユ亜塁夏L豊
2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人NPO現代の理論 。社会フォーラム

科 目 金 額

(1,728,802)

109,901

1,161,950

456,951

(777,230)
658,730

118,500

2,506,032

70,000

(6,624)

0

76,624

2,506,032

76,624

2,429,408

I 資産の部
1.流動資産
現金預金

手許現金

ゆうちょ銀行
みずほ銀行

棚卸資産

現代の理論
八重山の社会と文化
流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産
有形固定資産計
(2)無形固定資産
無形固定資産計
(3)投資その他の資産
投資その他の資産計
固定資産合計
資産合計

Ⅱ 負債の部
1.流動負債
未払法人税等

預り金

報酬源泉所得税

原稿報酬源泉所得税

流動負債合計
2.固定負債
固定負債合計

負債合計
正味財産

4,593

2,031



役  名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 古川 純 令和4年4月 1日 ～

令和5年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

理事 小畑 精武 令和4年4月 1日～

令和5年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

理事 山田 勝 令和4年4月 1日～

令和5年3月 31日
年 月 日

年 月 日

理事 豊田 正樹 令和4年4月 1日～

令和5年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

理事 大槻 磐 令和4年4月 1日～

令和5年3月 31日
年 月 日

年 月 日

理事 佐々木 希一 令和4年4月 1日 ～

令和5年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

理事 寺嶋 紘 令和4年4月 1日 ～

令和5年3月 31日
年 月 日

年 月 日

理事 峰谷 隆 令和4年4月 1日 ～

令和5年 3月 31日
年 月 日

年 月 日

理事 中川 登志男 令和4年4月 1日 ～

令和5年 3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

理事 平田 芳年 令和4年4月 1日 ～

令和5年 3月 31日

年二 月 日

理事 楠本 伸一郎 令和4年4月 1日 ～

令和5年 3月 31日

年 月 日

有二 月  日

理事 梅津 美恵子 令和4年4月 1日 ～

令和5年 3月 31日
年 月 日

年 月 日

令和4年度 役員名簿及び
役員のうち報酬を受けたことがある者の名簿

令和4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 NPO現 代の理論・社会フォーラム



就任期間 報酬を受けた

期  間
役 名 氏   名

令和4年4月 1日～

令和5年3月 31日
年 月 日

年 月 日

哩事 三木 常生

哩事 本多 正也 令和4年6月 2日 ～

令和5年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

哩事 金高 望 令和4年6月 2日 ～

令和5年3月 31日

令和4年4月 1日～

令和5年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

監事 伊藤 久雄

令和4年度 役員名簿及び
役員のうち報酬を受けたことがある者の名簿

令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 NPO現 代の理論・社会フォーラム



社員のうち10人以上の者の名簿
令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31ま で

特定非営利活動法人 NPO現代の理論・社会フォーラム

氏   名

1
安藤 紀典

2
加々見 満章

3 佐藤 忠治

4 栃倉 幸一

Ｐ
Э
村上 欽也

０^
内藤 光博

7 青木 明

8 西田 照見

9 男沢 宏也

10
弘田 栄二郎

11

12


